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10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま

で
、麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運

動
実
施
期
間
で
す
。

　

近
年
、全
国
で
覚
せ
い
剤
や
大

麻
・
危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
違
法

薬
物
の
使
用
者
に
よ
る
犯
罪
が
多

発
し
て
い
ま
す
。違
法
薬
物
の
中

に
は
、た
っ
た
一
度
の
使
用
で
、や

め
ら
れ
な
く
な
る
も
の
や
脳
の
細

胞
を
破
壊
す
る
も
の
も
あ
り
、と

き
に
は
死
に
至
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。大
麻
は
脳
へ
の
悪
影
響
が
懸

念
さ
れ
、体
へ
の
害
悪
は
他
の
違

法
薬
物
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

違
法
薬
物
の
使
用
は
、本
人
だ

け
で
な
く
家
族
や
友
人
も
不
幸
に

し
ま
す
。家
庭
や
地
域
で
薬
物
乱

用
を
撲
滅
し
ま
し
ょ
う
。

登
米
地
区
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
協
議
会（
事
務
局

＝
宮
城
県
登
米
保
健
所
内
）
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ハ
ー
ト
ウ
エ
ア
ラ
ボ
代
表
理
事

の
米
山
爾ち

か
し

氏
を
講
師
に
迎
え
、同

氏
が
デ
ザ
イ
ン
し
た「
ウ
エ
ア
ラ

ブ
ル
指
点
字
」を
体
験
す
る
生
活

訓
練
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
30
日（
土
）午
後
１
時

〜
３
時

宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報

セ
ン
タ
ー

11
月
15
日（
金
）ま
で

に
氏
名
、連
絡
先
、希
望
す
る
情
報

保
障（
触
手
話
、音
声
な
ど
）を
宮

城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

に
お
知
ら
せ
下
さ
い

宮
城
県
聴
覚
障
害

者
情
報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ
ポ
み

や
ぎ
）
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  ◉診療時間　9:00～17:00
  （受付16:30まで）
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

　市は、民間の創意工夫を生かした持続可能なまち
づくりを進めています。そこで、市内の民間企業、商
工会などの各種団体、大学、市役所、金融機関や専門
のアドバイザーなどで構成し、協議する場として「地
域プラットフォーム」を設置し、公共施設などの適正
配置に取り組んでいきます。
　今年度は、市民や市内企業などを対象に「地域活性
PFIフォーラム」を開催し、パイロットプロジェクト
（先行的、試験的事業企画）の発表を通して、公共施設
の適正な配置を推進します。

11月26日（火）午後１時～５時
登米祝祭劇場（大ホール）
▶登米市民：無料▶一般（企業など）：3000円

※企業などで参加する場合のみ要事前申し込み

テーマ「登米市の新しいまちづくり」
◉ 「持続可能な市民参加型のまちづくり」▶
講師／風見正

しょう

三
ぞ う

氏（宮城大学事業構想学部長、とう
ほくPPP・PFI 協会会長）
◉ ❶「IORI倶楽部の仕組みづくりに学ぶ
地域資源を生かすまちづくり」／講師＝金

かね

親
お や

丈
た け

史
し

氏
（IORI倶楽部事務局長）❷「全国のPPP先進事例と市
民参加型のまちづくり」／講師＝小西龍

たつ

人
ひ と

氏（船場ク
リエイティブディレクター）
◉

▶とうほくPPP・PFI 協会 ☎022（216）6222　
022（216）6223　糸office@ppp-pfi.or.jp

▶総務部総務課（財産係） ☎0220（22）2091

　

市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供

や
各
種
相
談
、多
様
な
主
体
と
協

働
し
た
仕
組
み
づ
く
り
や
人
材
育

成
な
ど
を
実
施
す
る「
と
め
市
民

活
動
プ
ラ
ザ
」の
運
営
業
務
受
託

者
を
、公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

❶
市
民
活
動
に
関
す

る
情
報
の
収
集
、提
供
お
よ
び
発

信
業
務
❷
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団

体
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
へ

の
支
援
業
務
❸
人
づ
く
り
・
人
材

育
成
支
援
業
務
❹
施
設
の
運
営
に

関
す
る
業
務

令
和
２
年
4
月

１
日
〜
令
和
５
年
３
月
31
日

市
内
に
主
と
な
る
事

業
所
を
置
き
、委
託
業
務
を
効
果

的
に
実
施
で
き
る
民
間
企
業
お
よ

び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

提
出
さ
れ
た
企
画
提

案
書
に
よ
り
、審
査
委
員
会
で
受

託
事
業
者
を
決
定
し
ま
す11

月
14
日

（
木
）午
後
５
時プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
経
費

な
ど
は
、応
募
者
の
負
担
で
す

※
業
務
に
関
す
る
仕
様
書
、応
募

要
件
、企
画
提
案
書
な
ど
の
詳
し

い
内
容
は
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た

だ
く
か
、電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

企
画
部
市

民
協
働
課（
市
民
活
動
支
援
係
）
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市
内
の
下
記
有
機
セ
ン
タ
ー
で

は
、製
品
堆
肥
を
販
売
し
て
い
ま

す
。有
機
セ
ン
タ
ー
で
作
ら
れ
た
堆

肥
は
、水
分
が
少
な
く
肥
料
成
分
が

高
い
た
め
、土
作
り
だ
け
で
な
く
肥

料
と
し
て
の
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

午
前
９
時
〜
午
後
４

時（
土
日
、祝
日
、年
末
年
始
は
休

業
）

※
施
設
点
検
な
ど
に
よ
り
休
業
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

１
㌧
＝
３
千
円（
税
別
）

※
ト
ラ
ッ
ク
や
ダ
ン
プ
車
に
は
必

ず
飛
散
防
止
用
の
シ
ー
ト
な
ど
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
。ば
ら
売
り
は
各

有
機
セ
ン
タ
ー
に
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
産
業
経
済
部
農
産
園
芸
畜
産
課

（
畜
産
振
興
係
）
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▼
み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合
畜

産
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家
族
同
士
で
思
い
を
分
か
ち
合

い
、前
向
き
な
気
持
ち
で
日
常
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、障
が
い
ま
た

は
病
気
の
あ
る
人
の
家
族
を
対
象

に
、セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

11
月
７
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時（
受
付
時
間
＝
午
後

１
時
〜
）市

役
所
南
方
庁
舎（
２
階

大
会
議
室
）▼

講
話「
家
族
こ
そ
元
気

で
い
よ
う
！
〜
み
ん
な
で
つ
な
が

り
分
か
ち
合
う
〜
」／
講
師
＝
黒

川
洋ひ

ろ
し

氏（
精
神
保
健
福
祉
家
族
会

仙
台
み
ど
り
会
）▼
家
族
交
流
会

無
料11

月
１
日（
金
）

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い福

祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
害
福
祉

係
）

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267
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☎


